
群馬工業高等専門学校　2006 年度シラバス　4000620002KK/20090403

( 科目コード：4000620002KK)

【改訂】第 1 版（2007-03-31）
【科目】物理 I

【科目分類】一般科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】前期・2 単位
【対象学科・専攻】物質工学科・2 年次
【担当教員】

玉置 豊美

【授業目標・教育方針】
・直線運動における速度・加速度の意味を理解し、種々の問題解決に適用できる。
・等加速度直線運動を定量的に理解し、種々の問題解決に適用できる。
・力とその表しかたについて理解し、種々の問題解決に適用できる。
・ニュートンの運動の法則を理解し、種々の問題解決に適用できる。
・ばねによる復元力を理解し、種々の問題解決に適用できる。
・運動方程式を立てることができる。
・自由落下・鉛直投げ上げにおける運動を定量的に表現できる。
・摩擦力の働きを運動方程式へ繰り入れることができる。
・運動量の意味を理解し、定量的に表現できる。
・運動量保存の法則の意味を理解し、種々の問題解決に適用できる。
・仕事の物理的定義を理解し、定量的に表現できる。
・運動エネルギーの意味を理解し、定量的に表現できる。
・位置エネルギーの意味を理解し、定量的に表現できる。
・力学的エネルギー保存の法則を理解し、定量的に表現できる。
・ベクトルとスカラーの違いを理解し、両者を定量的に区別して表現できる。
・平面・空間の運動における、位置・速度・力などを定量的に表現することができる。
・平面・空間の運動における簡単な運動について、運動方程式を立てることができる。
・平面・空間の運動における簡単な運動を定量的に記述できる。
・剛体に働く力を理解し、ベクトル的に表現できる。
・圧力の物理的意味を理解し、力との関係を説明することができる。
・温度と熱を定量的に表現することができる。
・熱量を定量的に表現することができる。
・比熱・分子運動について、古典的なモデルで定性的に説明することができる。
・熱まで含めたエネルギー保存の法則について、定性的に説明することができる。
・熱機関について定性的に説明することができる。

【授業概要】
広く工学を学ぶ上で基礎となる、力学についての授業をおこないます。そして、数学とは密接な関係がある科目です。
授業当初には対象学年を考慮して始めますが、進展に伴って必要があれば使用する数学をそのつど解説しながら用い
ていきます。数学的な面のフォローも忘れずに心がけてください。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：高等学校物理 IB・II（数研出版）
資料集：新訂物理図解（第一学習社）
傍用問題集：センサー物理 I ＋ II（啓林館）

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
基本的に座学です。

【メッセージ】
授業に現れた法則や考え方は、工学を学ぶにあたって幅広くいろいろな場面で使われることになるでしょう。身につ
いた道具として活用できるよう、自分の手を動かしながら理解を深めていってください。

【成績評価方法】
［前期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：20%，その他：「レポート」の配点には、小テストの結果を含み
ます。

【本校の学習・教育目標】
◎ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．
○ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．
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【授業計画】（授業名：物理 I）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 ～ 3 直線運動 速度
加速度
等加速度直線運動

レポートや小テストを
適宜実施

4 ～ 6 運動の法則 力
運動の第１法則（慣性の法則）
運動の第２法則（運動方程式）
運動の第３法則（作用反作用の法則）
重力とばねの力

レポートや小テストを
適宜実施

7 ～ 9 いろいろな運動 運動方程式のつくり方
自由落下運動
真上に投げ上げたときの運動
摩擦が働くときの運動

レポートや小テストを
適宜実施

10 ～ 12 運動量 力積と運動量
運動量保存の法則

レポートや小テストを
適宜実施

13 ～ 15 力学的エネルギー 仕事の大きさ
運動エネルギー
仕事と運動エネルギー
位置エネルギー
力学的エネルギー保存の法則

レポートや小テストを
適宜実施

16 ～ 18 平面・空間での運動（１） ベクトルとスカラー
平面・空間での力
平面・空間での速度
平面・空間での運動方程式
平面・空間での運動量
平面・空間での仕事

レポートや小テストを
適宜実施

19 ～ 21 平面・空間での運動（２） 平面・空間でのいろいろな運動 レポートや小テストを
適宜実施

22 ～ 24 剛体や流体に働く力 剛体に働く力
圧力

レポートや小テストを
適宜実施

25 ～ 27 温度と熱 温度と熱
熱量
気体の分子運動
熱まで含めたエネルギー保存の法則
熱機関と熱力学第２法則

レポートや小テストを
適宜実施

28 ～ 30 総合演習 １次元空間における質点の様々な運動
３次元空間における質点の様々な運動

レポートや小テストを
適宜実施
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